
妙
本
寺
本

『曽
我
物
語
』
の
訓
読
語
に
つ
い
て

―
―
実
字
訓
を
視
点
と
し
て
―
―

一
、
は
じ
め
に

妙
本
寺
本

『曽
我
物
語
』
は
、
日
蓮
宗
僧
侶
日
助
に
よ
る
天
文
十
五

盆

五
四
一ハ
）
年
の
書
写
奥
書
を
持

つ
真
名
本
で
あ
る
。
本
文
に
は

墨
に
よ
る
仮
名
点
と
、
朱
に
よ
る
ヲ
コ
ト
点
と
が
付
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
二
種
の
点
に
よ
っ
て
訓
読
の
様
相
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
現

存
す
る
真
名
本

『曽
我
物
語
』
の
う
ち
、
書
写
年
代
の
古
い
も
の
と

し
て
、
妙
本
寺
本
と
本
門
寺
本
と
が
現
存
し
、
本
門
寺
本
は
妙
本
寺

本
の
副
本
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
稿
で
は
特
に
妙
本
寺
本
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

さ
て
、
付
さ
れ
た
訓
点
に
つ
い
て
妙
本
寺
本

『曽
我
物
語
』
の
訓

読
法
に
つ
い
て
み
て
ゆ
く
と
、
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
、
伝
統
的

な
漢
文
訓
読
の
方
法
と
は
異
な
る
訓
読
法
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

現
在
妙
本
寺
本

『曽
我
物
語
』
に
お
い
て
見
出
れ
叱

い
る
限
り
で
は
、

「則
」
「而
」
「是
」
の
各
字
訓
に
つ
い
て
で
あ
る
。

橋

村

勝

明

し
か
し
な
が
ら
、
真
名
本
の
訓
読
法
を
総
体
的
に
提
え
よ
う
と
す

る
と
き
、
助
字
の
訓
読
法
に
つ
い
て
の
み
検
討
し
た
の
で
は
そ
の
特

徴
を
十
分
に
指
摘
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
助
字
の
訓

を
も
っ
て
真
名
本
の
訓
読
法
は
特
徴
的
で
あ
る
と
判
断
す
る
の
で
は

な
く
、
全
て
の
実
字
を
も
含
め
た
訓
読
語
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
れ

ら
を
伝
統
的
な
訓
読
法
、
或
い
は
同
時
代
の
辞
書
に
お
け
る
漢
字
と

訓
と
の
関
係
に
照
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
し
て
ゆ
く
必
要
が
有

ス了
つ
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
実
字
訓
を
検
討
の
視
点
と
し
て
取
り
上
げ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
妙
本
寺
本

『曽
我
物
語
』
の
訓
読
の
実
態
に
迫
ろ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

他
の
点
本
に
於
い
て
も
同
様
で
あ
る
が
、
訓
点
は
全
て
の
語
に
等

し
↑
付
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
部
分
的
な
訓
も
あ
れ
ば
、
訓

的推藤確瑚”貌鵜効為め」ぱ難唯貯げ鉢輔腋郵脚帥モ嘘じ

古
辞
書
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
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二
、
妙
本
寺
本

「曽
我
物
語
』
に
お
け
る

実
字
の
全
訓
付
訓
語
に
つ
い
て

ま
ず
、
妙
本
寺
本

『曽
我
物
語
』
に
於
け
る
全
訓
付
訓
語
は
、
延

べ
語
数
二
三
二
語
、
異
な
り
語
数
二
一
〇
語
で
あ
る
。
全
訓
付
訓
の

内
、
二
国
以
上
そ
の
訓
が
見
え
る
の
は
、
左
記
の
語
で
あ
る
。）

こ
れ
ら
に
つ
い
て
槻
観
す
る
と
、
特
別
難
解
な
漢
字
に
付
さ
れ
た

訓
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
複
数
回
、
訓
が
記
載
さ
れ
る
意

味
合
い
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
す
る
場
合
、
周
辺
資
料
と
の
比
較
検

討
が
必
要
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
十
分
な
検
討

が
出
来
て
い
な
い
為
に
後
の
課
題
と
し
た
い
。

さ
て
、
全
訓
付
訓
語
に
つ
い
て
、
ま
ず
中
世
古
辞
書
の
ひ
と
つ
、

妙
本
寺
本

『
い
ろ
は
字
』
に
掲
載
さ
れ
る
訓
と
比
較
す
る
。

妙
本
寺
本

『曽
我
物
語
』
の
助
字
の
訓
に
就
い
て
、
通
時
的
に
も

共
時
的
に
も
そ
の
訓
を
見
出
せ
な
い
用
例
に
つ
い
て
、
唯

一
同
訓
を

指
摘
で
き
る
資
料
が
、
妙
本
寺
本

『
い
ろ
は
字
』
で
あ
ゑ
屯

妙
本
寺
本

『
い
ろ
は
字
」
は
、
妙
本
寺
本

「曽
我
物
語
』
に
名
の

み
え
る
日
蓮
宗
僧
日
我
が
永
禄
二

（
一
五
五
九
）
年
に
著
し
た
い
ろ

は
引
き
の
辞
書
で
あ
る
。
両
本
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
奥
書
か
ら

『曽
我
物
語
』
が
前
出
で
あ

っ
て
、
「
い
ろ
は
字
』

が
後
出
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
従

っ
て
、
助
字
に
つ
い
て
は

前
出
の

『曽
我
物
語
』
の
影
響
下
に

「
い
ろ
は
字
』
が
成

っ
た
可
能

性
が
指
摘
で
き
る
。
し
か
し
、
実
字
に
つ
い
て
も
同
様
の
関
係
が
指

摘
で
き
る
の
か
、
又
、
「
い
ろ
は
字
』
『曽
我
物
語
』
の
訓
は
同
時
代

の
辞
書
に
照
ら
し
て
、
如
何
な
る
性
格
を
有
し
て
い
る
の
か
、
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は
両
本
を
比
較
す
る
。

比
較
の
視
点
と
し
て
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。

一
、
同

一
の
訓
に
対
し
て
同

一
の
漢
字
が
対
応
し
て
い
る

二
、
同

一
の
訓
に
対
し
て
異
な
る
漢
字
が
対
応
し
て
い
る

ま
ず
、　
一
に
つ
い
て

『
い
ろ
は
字
』
と

『曽
我
物
語
』
と
に
お
け

る
全
訓
付
訓
語
に
つ
い
て
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
『曽
我
物
語
』
の
全

訓
付
訓
異
な
り
語
数
二

一
〇
例
中
、　
一
五
例
で
あ
っ
た
。

後

ラ

首

）、
着

字

て

）、
険

ゲ

０

多

こ

、
故

（コ
ト
サ
ラ
）
、
声

（
コ
ハ
）、
候

（サ
フ
ラ
フ
）、
輸

（サ
ヤ
）、

健

（
シ
タ
ヽ
と

、
示

（
シ
メ
と

、
東

（
ツ
カ
ネ
こ

、
昨
艦

（ツ
リ
フ
ネ
に
）
、
雙

（ナ
ラ
ン
て
）、
額

（ヒ
タ
イ
）、
音

（ヲ

ト
じ

、
思

グ

モ
イ
こ

審ち遷頃ヱ

患く何民主

- 1 4 -



妙
本
寺
本

『曽
我
物
語
』
と
妙
本
寺
本

『
い
ろ
は
字
』
と
の
共
通

性
は
、
比
較
的
頻
用
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
訓
と
漢
字
と
の
関
係
に
見

ら
れ
る
様
で
、
量
的
に
見
れ
ば
七

・
一
％
と
共
通
性
が
低
い
と
言
え

る
ょ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
よ
り
客
観
的
に
検
討
す
る

た
め
に
他
の
古
辞
書
と
も
比
較
し
、
右
に
挙
げ
た
訓
と
漢
字
と
の
関

係
が
中
世
と
い
う
時
代
に
お
い
て
如
何
な
る
関
係
を
有
し
て
い
た
か

に
つ
い
て
考
察
す
る
。

更
に
、
先
の

「
二
、
同

一
の
訓
に
対
し
て
異
な
る
漢
字
が
対
応
し

て
い
る
」
場
合
に
つ
い
て
も
同
様
古
辞
書
と
の
比
較
に
よ
っ
て
検
討

す
る
こ
と
と
す
る
。

表

一

三
、
古
辞
書
と
の
比
較

同

一
の
漢
字
に
対
し
て
同

一
の
訓
が
与
え
ら
れ
て
い
る
用
例
に
つ

い
て
、
ま
ず
検
討
す
る
。
比
較
の
対
象
と
す
る
古
辞
書
は
、
『頓
要

集
』
『撮
壌
集
』
『温
故
知
新
書
』
『運
歩
色
葉
集
』、
そ
し
て

「節
用

集
』
諸
本
で
あ
狭
屯
比
較
の
結
果
を
表

一
と
し
て
示
し
た
。
表
は
、

ま
ず

『曽
我
物
語
』
の
所
在

・
漢
字

・
訓
を
掲
載
し
た
後
、
同
訓
に

つ
い
て
古
辞
書
を
検
索
し
た
結
果
を
記
し
て
い
る
。
尚
、
「曽
我
物

室
巴

『
い
ろ
は
字
』
と
共
通
し
て
見
出
せ
る
部
分
に
は
、
升
目
に
色

を
付
し
て
示
し
た
。

八
膨
ウ

五

２２

ウ

七

別

ウ

一
１０

オ

三
２４
オ

一
１１
オ

三
３０
ゥ

一
２５
オ

七
１１
ウ

八
２２
ウ

三
〇５
オ

七
２３
ウ

二
〇５
ウ

二
１４
オ

二
１０
オ

所

在

思
立
日 雙昨

転
束一不 健 描 候 故 険 着 後漢

字

ヲ

モ

イ

て

ヲ

ト

に

ヒ

タ

イ

ナ

ラ

ン
て

ツ
リ

フ

不ヽ
に

ツ
カ
ネ

て

シ
メ

シ

シ
タ

ヽ
カ

サ

ヤ
サ

フ
ラ

フ

コ
ハ
　
（士戸
柿
じ

コ
ト
サ
ラ

ケ

ハ
シ
ウ

シ
て

キ

ツ

ヽ

ウ

シ

ロ

司||

額 験 頓

要

集

額 軸 陥 音
、
声

撮

壊

集

思 風 額 隻
、
申
（
並
、
方
、

井
、
球

！

舶
、
昨
艦

一不 健質
、
左
右

侍 敏 験 着背
、
後

温

故

知

新

書

額 双

射

鎮
舟
束一不 就
、
健

輸 音
、
声

着 運

歩

色

葉

信 額
、
頼

鞘 援 伊

京

集

額
、
額

双 一本 輸 立
日
、
　
き
【

明

応

本

額 双 一不 鞘 立買
、
声

殊
更

銀

頭

屋

本

思
、
念
、
懐
、
想

立
日 額

類

双
、
並

、

比

一本 鞘 立日
、　
芸
【

験
、

崚

着
黒

本

本

思 駅

、

　

類

雙
、
野

釣

挺
束一不 燿 鞠侍

、
候

日

芦

故 験 月長後
、

背

易

林

本

- 1 5 -



表

一
よ
り
他
の
古
辞
書
と
比
較
し
て
も
、
「鞘
」
（サ
ヤ
）、
「額
」

官

タ
イ
）
等
漢
字
と
訓
と
が

一
対

一
対
応
で
あ
る
様
な
、
比
較
的

密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
関
係
が
指
摘
で
き
る
。
逆
に
他
の
辞
書
に
は

見
出
せ
ず
、
「曽
我
物
語
」
「
い
ろ
は
字
』
に
於
い
て
の
み
認
め
ら
れ

る
漢
字
と
訓
と
の
関
係
と
い
う
の
は
指
摘
で
き
な
い
。

つ
ま
り
そ
れ
は
、
実
字
に
於
い
て
妙
本
寺
本

『曽
我
物
語
」
と
妙

本
寺
本

『
い
ろ
は
字
』
と
は
共
通
の
訓
を
有
す
る
場
合
が
あ
る
が
、

そ
の
よ
う
な
漢
字
と
訓
と
の
関
係
は
、
共
時
的
視
点
か
ら
見
れ
ば
相

当
に
一
般
化
し
て
い
る
場
合
に
於
い
て
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
、
と

い
う
こ
と
が
い
え
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
同
じ
訓
に
対
し
て
異
な
る
漢
字
が
与
え
ら
れ
て
い
る
場
合

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
何
れ
か
が
そ
の
資
料
に
於
い
て
特
徴

表
エ

的
な
訓
読

・
或
い
は
訓
の
記
載
を
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

よ
う
な
用
例
は
四
三
語
存
す
る
。
そ
こ
で
、
異
漢
字

・
同
訓
の
用
例

会
曽
我
物
語
』
「
い
ろ
は
字
』
の
順
）
に
つ
い
て
掲
げ
、
中
世
の
古
辞

書
と
比
較
し
て
当
代
の
漢
字
と
訓
と
の
結
び
つ
き
と
し
て
適
当
な
資

料
が
、
妙
本
寺
本

『
い
ろ
は
字
』
、
妙
本
寺
本

『曽
我
物
語
』
の
何

れ
で
あ
る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
比
較
の
結
果
と
し
て
、
表
二
に

示
し
た
。
尚
、
「曽
我
物
語
』
に
共
通
し
て
漢
字
が
見
出
せ
る
部
分

に
は
下
線
を
、
『
い
ろ
は
字
』
と
共
通
す
る
漢
字
が
見
出
せ
る
部
分

に
は
升
目
に
色
を
付
し
て
示
し
た
。

二
２７
ウ

八

２．

ゥ

十
３‐
ゥ

八
２０
ゥ

一
〇７

ウ

八
〇４
オ

七

１９

ウ

二
〇４
ウ

四
１４
オ

所

在

語 蔑 集
舜
中 浮 射 噺 諦 項漢

字

ア

ラ

ソ

ヒ

て

ア
ナ

ツ
リ

ツ

ヽ

ア
ツ
マ
ル
と
そ

ア

タ

リ

テ

ア
タ
ナ

ル

ア
ソ

ハ
ス

ア
サ
ケ
ル

ア
キ
ラ
カ

ニ

ア
イ

タ

訂ll

争 侮 擦 当不
覚
遊 嘲 明 間い

ろ
は
字

皆 項

要

集

中 撮

壊

集

数
、
争
、
評

蔑
如
、
媒
い

易
、
侮
、
捜

寺
、
舜
、
集
、

ハ
〓
、
朝
宗

中
、
配

読嘲
、
補

明
、
陽
、
在
い

突
、
隠
、
第
、

仕
、
笑
畳

間温
故
知
新
書

争 侮
、
慢
、
横

嘲
、
践

明
ヽ
審

間運
歩
色
葉

論 蔑
如
、
侮
、

捜 れ 中 嘲
、
崚

伊

京

集

争
、
競

悔
、
慢

瞬
、
嘲

明

応

本

争 侮 群 嘲 明 間銀
頭
屋
本

侮 集
、
群

嘲
―
噺

察
い
審
、
明

間
、
際

黒

本

本

料

然
、

明

当 嘲
環

明 関易

林

本
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九
１０
ウ

二
２８
オ

八

２８

ウ

五
１８
ウ

二
〇５
オ

九
１０
ウ

九
１６
ウ

九
１７
オ

四
〇８
オ

七
１９
ウ

八
１３
ウ

十
３３
ウ

九
２２
ウ

ハ
・２
ウ

二
〇３
オ

五
１１
ウ

一
２８

ウ

八

２８

オ

八
２０
ォ

十
３３
ウ

八
１８
オ

所

在

粥 厳
弱
巽 濯 逍強

直
蒔 鋼 抄 撃 少 藪 誕 驚 此 粧 隠 乾 叔

父
沙 瞑
慣
漢
字

ツ

ヨ
ク
す

る

タ
ヲ
ヤ
カ

ニ
シ
テ

タ

ツ

ミ

ソ

ヽ
キ

玉

シ
カ

ハ

ス
サ
ヒ
シ
テ

（手
逍
）

ス
ク
ヤ
カ

に

ス
カ

シ

て

シ

ノ
キ
を

サ

ヽ
ヤ
キ

サ

ヽ
ケ

サ

ヽ

サ
ク
か
と

サ
カ
シ
ラ
を

コ
ホ

レ
ケ

レ
は

コ

ヽ
に

カ
サ
リ
を

カ
ク
ル

イ

ヌ
キ

イ

ト

ョ

翁
ヲ
チ
」
力
）

イ
サ

コ
に

イ
カ
リ
イ
カ
ツ
テ

訂‖

勁 遷
連
辰

巳
肥
沃
遊

（手
遊
）

狡
、
健

陳 篠 小
音
献 篠 咲 譲

言
適 斯 飾 庸

健
威
亥

従
兄
弟

鍬
寵
呵
、
朦
朧

い
ろ

は
字

浦

、
濯
、
濃

小
竹

従
父
兄
弟

頓

要

集

撮

壌

集

勁 依
、
賜
、
跳
、

跡
象
、
蝉
嬉

梁 濯| 手
談
健 証
、
偽
、
道

印
、
驚
破

篠 議
言
、
譲
、

岐
、
賢
良
、

岬
モヽ■| ■ヽ
映 隠
、
心
、
党
、

寧 従
祖
兄
弟

沙
、
砂

怒
、
贔
、
憲
、

張 温
故
知
新
書

ヨ疋
、
此
、

辰
巳
、
巽

洒
、
凍
、

穫
、
腺

健 照 明
、
惨
、
嘔

進
心
、

寄
言
、

続
語

蔵
、
隠
、
運

従
弟
、

従
子
、

従
父
兄
、

従
母
兄

砂 憲H_R

念怒

志

運
歩
色
葉

手
談

耳
語
際 譲

利
、

期
説

銭 従
子
、

従
父
兄

伊

京

集

麗 篠 銭 乾| 従

子
沙
、
砂

怒明

応

本

蝉
婚

酒 手
談
、

耳
語
篠 和

議
鍔 乾

、
成
亥

従

子
沙
、
砂

怒霞
頭
屋
本

巽 麗 手
談
健 捧 飾 P 2ヽ1 1 従

子
怒
、
損
、
唄

黒

本

本

強
、
↓

蝉
指

聾 酒 手
談
、

健偽
寄

私
言
、
認
、

呵 捧
、
俸
、
警

篠 譲
利
、

和
議

飾 潜 乾 従

弟
沙 温唄

怒瞑

憲

易

林

本
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八
２４
ウ

二
２６
オ

七
２‐
ォ

五
１２
ウ

七

獅
ウ

八
〇２
ウ

九
２０
ゥ

三
〇５
オ

七
２９
ウ

七

舞
ウ

七
１６
ウ

一
２５

ウ

七
２５
ウ

所

在

許八
高
靖 墳 答 廻 額 倍 係 彼 庇 了 次漢

字

ユ

ル

シ

ヤ
ウ

ョ

ロ
ツ
ノ

モ

ミ
ヽ
ニ

ミ
サ

ヽ
キ

マ
ン
ヒ
ト

ノ

マ
ハ
シ
て

マ
ツ
カ
ウ

に

マ
サ
ル

マ
キ

レ
テ

ソ

フ
ル
マ
イ
の

ヒ
サ

シ

マ
テ

は

て
ハ
サ
ミ
ツ

ヽ

訂‖

寛八
百
万

篠 暖少
人
転 正
面
勝 紛 将役化
息用儀

府 終 爽い
ろ

は
字

竣 頓

要

集

キ

撮

壌

集

末
額
、額
中
、

迷
向

紛 行
、
儀
、
姿
、

級
舞
、
行
跡

槍
、
府
、
趾

交温
故
知
新
書

羨 真
向
、

正
面

勝 紛 振
舞
庇
、
痛

挟
、
爽

運
歩
色
葉

鞍 陵 彼
、
翔

岸
比
、
　
由

伊

京

集

免
、
許
、

容
、
赦

振
舞

岸
比
、
　
由

明

応

本

釈
、
赦

按
、
採

勝 勝 翔
、
振
舞

換銀
頭
屋
本

免
、
許
、
容

許
、
赦
、

按
、
採

陵 勝 翔
、
振
舞

庇
、
府

抹黒

本

本

施
、
免
、
許

赦
、
釈
、

聴
、
放
、

接

、
採
、
楼

愛 廻 真
向
、

正
向
勝
、
優
ト

賢
、
多
、
懲

振
舞
庇
、
聴

淡易

林

本

表
二
よ
り
、
妙
本
寺
本

『
い
ろ
は
字
』
と
妙
本
寺
本

『曽
我
物
語
』

と
が
異
な
る
訓
を
掲
載
し
て
い
る
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
、
他
の
辞

書
で
掲
載
状
況
を
調
べ
て
み
る
と
、
表

一
で
見
出
さ
れ
た
様
な
、
密

接
な
漢
字
と
訓
と
の
関
係
は
比
較
的
少
な
い
。　
一
つ
の
訓
に
対
し
て

何
種
類
も
の
漢
字
を
掲
載
す
る
辞
書
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
を

一
つ
の

共
時
態
と
し
て
捉
え
た
と
き
、
「曽
我
物
語
』
『
い
ろ
は
字
』
両
本
に

同
じ
漢
字
と
訓
と
の
対
応
関
係
を
見
出
せ
る
組
み
合
わ
せ
は
左
記
に

挙
げ
る
四
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
の
数
は
下
に
記

し
た
通
り
で
あ
る
。

一
、

「曽
我
物
語
』
の
み
に
見
出
せ
る

二
、

「
い
ろ
は
字
』
の
み
に
見
出
せ
る

三
、

「曽
我
物
語
』

『
い
ろ
は
字
』
に
見
出
せ
る

四
、
い
ず
れ
に
も
見
出
せ
な
い

『曽
我
物
語
』
『
い
ろ
は
字
』
の
漢
字
と
訓
と
の
関
係
を
、
他
の

５
例
１１
例
８
例
‐９
例
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辞
書
と
比
較
し
た
と
き
、
四
の
い
ず
れ
に
も
見
出
せ
な
い
組
み
合
わ

せ
が
最
も
多
く
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
表
二
か
ら
見
て
取
れ
る
よ
う

に
、
古
辞
書
に
よ
っ
て
掲
載
す
る
漢
字
に
多
様
性
が
見
ら
れ
、
先
に

表

一
と
し
て
掲
げ
た
漢
字
と
訓
と
の
関
係
に
比
す
る
と
、
漢
字
と
訓

と
の
関
係
性
そ
の
も
の
が
緊
密
で
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
「項
」
（ア
イ
ダ
）
の
様
に
、
妙
本
寺

本

「
い
ろ
は
字
』
の
訓
が
共
時
的
に
古
辞
書
と
比
較
し
た
場
合

一
致

す
る
数
が
十

一
例
と
、
『曽
我
物
語
』
の
用
例
五
例
に
比
し
て
僅
か

な
が
ら
多
い
。
果
た
し
て
こ
の
僅
か
な
差
異
が
有
効
で
あ
る
の
か
否

か
に
つ
い
て
は
更
に
詳
細
に
検
討
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
先
に
掲
げ
た
一
・
二
の
視
点
よ
り
、
妙
本
寺

本

『曽
我
物
語
』
の
実
字
の
全
訓
付
訓
語
と
、
妙
本
寺
本

『
い
ろ
は

字
』
に
お
け
る
訓
と
の
関
わ
り
は
、
助
字
に
於
け
る
関
わ
り
ほ
ど
密

接
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

四
、
ま
と
め

右
の
検
討
を
通
し
て
得
ら
れ
た
結
論
は
、
左
記
の
三
点
で
あ
る
。

①
妙
本
寺
本

『曽
我
物
語
』
と
妙
本
寺
本

『
い
ろ
は
字
』
と
の
馴

の
共
通
性
は
低
く
、
妙
本
寺
本

『
い
ろ
は
字
』
は
特
に
妙
本
寺

本

『曽
我
物
語
』
の
影
響
下
に
成
立
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
。

②
中
世
古
辞
書
と
比
較
す
る
と
、
妙
本
寺
本

『曽
我
物
語
』

・
妙

本
寺
本

『
い
ろ
は
字
』
の
み
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
訓
は
見
出

せ
な

い
こ
と
。

③
従
っ
て
、
妙
本
寺
本

『
い
ろ
は
字
』
と
比
較
し
た
限
り
に
於
い

て
は
、
妙
本
寺
本

『曽
我
物
語
』
に
お
け
る
訓
読
上
の
特
徴
は

助
字
に
存
す
る
こ
と
。

妙
本
寺
本

『曽
我
物
語
』
の
訓
読
法
の
特
徴
が
助
字
に
見
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
は
、
恐
ら
く
訓
読
の
背
後
に
は
仮
名
本
の
真
名
化
と
い

う
作
業
が
存
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
際
に
無
理
の
生
じ
た
部
分
、

つ
ま
り
仮
名
を
漢
字
に
置
き
換
え
た
結
果
が
形
態
上

「訓
読
」
と
し

て
表
出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
「訓
読
」
の
問

題
で
あ
る
と
同
時
に
「用
字
」
の
問
題
で
も
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
以
下
の
事
柄
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

本
稿
で
は
漢
字
の
訓
の
み
を
比
較
の
対
象
と
し
た
が
、
同
訓
異
義
語

の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

古
辞
書
と
の
比
較
に
於
い
て
は
、
概
観
を
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
更

に
、
よ
り
詳
密
な
検
討
が
必
要
と
な
る
。

ま
た
、
真
名
本
に
於
け
る
漢
字
と
訓
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
妙
本

寺
本

『い
ろ
は
字
』
と
比
較
し
た
が
、
「
い
ろ
は
字
』
は
上
巻
の
「
い
」
～

「く
」
部
分
が
欠
損
し
て
お
り
、
「や
」
以
降
し
か
現
存
し
な
い
。
従
っ

て
、
『曽
我
物
語
』
に
存
し
て
「
い
ろ
は
字
』
に
掲
載
さ
れ
な
い
訓

・

漢
字
に
つ
い
て
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（喘
）
以
下
の
拙
稿
に
よ
る
。
○
妙
本
寺
本
曽
我
物
語
に
お
け
る

「則
」

-19-一



字
訓
に
つ
い
て

（『国
文
学
政
』

一
五
七
号
、
平

一
〇

・
三
）
、
○
中

世
真
名
本
に
於
け
る

「
而
」
字
の
用
法
と
訓
と
に
つ
い
て

（『鎌
倉

時
代
語
研
究
』
第
二
二
輯
、
平

一
一
・
五
）、
○
妙
本
寺
本

『曽
我

物
語
』
の

「是
」
字
の
用
法
と
そ
の
訓
と
に
つ
い
て

（『国
文
学
政
』

第

一
六
四
号
、
平

一
一
。
一
二
）

（２
）
全
訓
付
訓
語
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
朱
点

・
墨
点
の
別
な
く
扱
う

こ
と
、
助
字

・
固
有
名
詞
を
除
く
こ
と
の
二
点
に
留
意
し
た
。

（３
）
表
記
に
つ
い
て
は
、
本
文
よ
り
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
。
以
下
本
文

中
に
引
用
し
た
も
の
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

（４
）
鈴
木
博
著

『妙
本
寺
蔵
永
禄
二
年
い
ろ
は
字
　
影
印

・
解
説

・
索

引
』
（清
文
堂
、
昭
四
九

・
五
）

（５
）
注

（１
）
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（６
）
中
田
祝
夫

・
根
上
剛
著

『中
世
古
辞
書
四
種
研
究
並
び
に
総
合
索

引
』
（風
間
書
房
、
昭
四
六

・
七
）、
中
田
祝
夫
著

「古
本
節
用
集
六

種
研
究
並
に
総
合
索
引
』
（風
間
書
房
、
昭
四
三

・
四
）
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